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情報通信技術の発達
• 電気を使用しない情報通信（１⇒１が多い）
• 有線通信（信号）・電話（声）
• 無線通信・マスコミ（１⇒多）

コンピュータの発達と情報通信
• しくみ：機械式⇒電子式（真空管⇒トランジスタ⇒ＩＣ⇒・・・）
• 役割：計算⇒情報伝達⇒コミュニケーション

ネット文化の課題
• トラブル多発，対策の知識必要

コミュニケーションの変遷 関連：pp.32-33,50 コンピュータ 機械式・電子式・高性能化

機械式・・・産業革命の終わりごろ，対数表や三角関数表を多用。

１８２３年から機械式計算機開発研究。

１９４６年，ペンシルバニア大学で作られた電子式実用計算機。ＥＮＩＡＣ

大砲の弾道の軌道計算等。

バベッジの階差機関・解析機関

電子式計算機・・・ 真空管１８,０００本使用。

真空管 放熱が大きく，寿命が短い(故障：多)。

故障激減，小さく，軽い。１９４８年発明。

集積回路（ＩＣ）

Integrated Circuit

トランジスタ

トランジスタ，抵抗，コンデンサ等を装
着して様々な機能を持たせた電子回
路。1959年に発明された。

コンピュータは，より小さく，軽く，格段に速くなった。

関連：pp.32-33,50,75
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ユーザビリティ・アクセシビリティ

ユニバーサルデザインを

推進する上で

欠かせないのが

ユーザビリティ

アクセシビリティ

関連：p.58

バリアフリー

高齢の人や身体に障害のある人が
不自由しないように工夫されたもの。
• 「障壁を取り除く」という考え方

例：タッチパネルの券売機（目が不自由な人には押す場所が不明）
⇒ テンキーをつけるよう改良した。
例：JR東日本の場合 例：グーグル画像

例：指紋で個人認証する装置
⇒ 指紋が利用できないときの
代替手段を用意した。

バリアフリー
（情報バリアフリー）

例：バスカード（目が不自由な人には
カードの種類が判別できず）
⇒ きざみをつけた。

関連：p.58 ユニバーサルデザイン

ユニバーサル
デザイン 年齢

に よらないデザイン。

利き手 性別 身体などの特徴

だれでも簡単に使えるように設計されたもの。

① 誰でも公平に利用できる。

② 使う上で柔軟性に富む。

③ 簡単で直感的に利用できる。

④ 必要な情報が簡単に理解できる。

⑤ 単純なミスが危険につながらない。

⑥ 身体的な負担が少ない。

⑦ 使いやすい使用空間と条件が確保されている。

７原則 公平性

自由度

簡単

明確さ

安全性

持続性

空間性

• 「障壁がないように設計する」という考え方

関連：p.58


